
※今年度の新規計画は青字記載

関係者 項目 取り組み内容

看護師、看護補助者 部署間の応援体制 欠員や業務状況に応じて調整し、適正な人員を配置する

外来看護師 入院時の患者問診 患者・家族に問診し、カルテに記録する

看護師 患者移乗時の負担軽減 移乗支援機器（介護支援ロボットHUG）を上半期に各病棟１台づつ設置する

入院支援 入退院支援スクリーニングの実施、入院前家族面談時の病棟説明

退院調整 退院支援計画書の作成および患者と家族への説明

退院調整 退院調整に必要とする外部関係者との連絡

看護補助者の夜間配置 看護補助者の夜間配置実施　夜勤：20：30～9：30（16～20回/月）
早出：7：00-15：00、遅出：13：00-21：00（毎日）

日常生活援助 専門的判断を要しない日常生活援助の実施

病棟クラーク 事務処理 電話応対、書類管理、メッセンジャー業務

派遣職員 療養環境の整備等 リネン管理、ベツドメイキング、環境整備、配膳

業務委託職員 アメニティ業務 入院セット（病衣、日用品）管理

医事課 医療材料SPD管理 医療材料（一部）の定数管理と定期補充

病棟薬剤師の配置 持参薬確認、与薬用ケースの薬剤セット、服薬指導、病棟配置薬の管理、救急カー
ト薬品管理

調剤・調製業務委譲 注射薬剤のミキシング業務の実施

管理栄養士 栄養管理 2次栄養スクリーニング（MUST,MNA-SF,NRI-JH）、栄養評価（GLIM基準）、患者訪問
による聞き取り調査、入院食の喫食状況の確認と栄養指導

入院患者の採血容器準備 翌日検査予定の採血容器準備

入院患者早朝採血後の検体取り扱
い

採血後の検体回収

１２誘導心電図検査 床上安静の入院患者はベッドサイド検査を実施

放射線技師 シャントPTA PTA実施前のアレルギー確認、入退室準備の協力

医療機器管理 人工呼吸器・透析機器・除細動器・生体監視モニターの作動確認、点検、整備

血液浄化（HD、DFPP他）療法 入院重症患者の病室透析実施

社会福祉士 入退院支援 他施設からの入院相談と入院日調整、入院前家族面談の調整、
患者家族、ケアマネージャー、福祉業者、転居先の施設との連絡と調整

リハビリ時の患者移送 病室とリハビリ室間の移送介助

透析室への患者移送と体重測定 透析開始前の患者移送および透析前体重の測定

言語聴覚士 摂食嚥下評価及び訓練、食事介助、喀痰吸引

施設管理課 車椅子管理・病室設備管理 車椅子の点検・整備、病院内・病室の設備点検と整備、清掃

多様な勤
務形態の
導入

看護師、看護補助者 多様な勤務形態の活用 短時間正職員制度（要望に沿った勤務開始・終了時間に対応）
夜勤専従者の配置

院内保育所 ゴールデンウィークや年末年始の臨時保育

夜勤免除 妊娠・子育て、傷病期間中の希望による夜勤免除

半日休暇制度 半日休暇制度の活用

所定労働時間の短縮 小学校３年生までの子どもがいる場合、短時間勤務制度を利用可能（1日５時間以上
かつ週５日２５時間以上勤務）

他部署等への配置転換 休職明けの配属部署について本人希望を優先
年度途中でも、本人希望による異動可能

育児・介護休業、子の看護休暇等 申し出により取得可能

夜勤の負
担軽減

看護師、看護補助者 勤務表作成基準 個人の希望に配慮した夜勤回数、夜勤明けの翌日は原則休日、夜勤の連続回数は２
回まで、期間限定で夜勤専従者を配置

令和7年度看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画
看護職員の負担軽減及び処遇改善に関する責任者：看護部副部長　長谷川幸世
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